
■ 会長／大川原利信
■ 幹事／横田　三郎
■ クラブ広報・会報委員長／村上　秀元

◎結婚
増渕　幸三さん（2月11日）・小橋　達夫さん（2月26日）
◎誕生
平石　典生さん（2月18日）・伊藤　幸夫さん（2月1日）

２月結婚記念日・誕生祝い
伊藤　重幸　クラブ奉仕委員長

28 H27.2.3（火）

■ 開会点鐘　■ 君が代斉唱
■ ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱　■ 四つのテスト唱和

第28回（通算1354回）例会

会長あいさつ

　後期地区委員会総会に高
縁勝一さんと小野塚昇一さん
が出席されました。創立30周年
記念事業の準備委員会のメン
バーが決まりました。

　2月1日に福島ビューホテルで
行われた後期地区委員会総
会に私と小野塚さんが出席し
ました。これまで猪苗代湖水環
境協議会の水草除去作業を
行ってきましたが、新しく「輝く

清らかな猪苗代を作る県民会議」が発足し、設立記念講
演会が2月14日(土)13時30分からビッグパレットで開催され
ますので、大勢のご参加をお願いします。

幹事報告
「抜粋のつづり」を配布しましたのでお読みください。
例会変更
◎2/9(月)郡山北RC→2/(土)1：00PM～
　中学生のインターンシップ体験発表会
　日和田地域交流センター

◎2/9(月)福島グローバルRC→2/20(金)6：30PM～
　郡山東RCとの合同例会　ビューホテル
◎2/10(火)郡山東RC→6：30PM～
　ファイヤーサイドミーティング　なりた温泉

大川原　利信　会長

横田　三郎　幹事

ゲスト紹介
　塩崎様においでいただきました。今晩の晩酌はぜひ
エビスビールで乾杯をしていただきたいと思います。

根本　良一　プログラム委員長

ゲスト卓話

「サッポロビールの沿革と今後の展望」
サッポロビール(株)
東北本部南東北支社
支社長　塩崎　純朗 氏（郡山ＲＣ）

■ 高縁　勝一　地区社会奉仕委員会委員

　基本プランの立案のために
相談役として矢吹さん、挽野さ
ん、委員に小橋さん、川島さん、
小野塚さん、大川原さん、根本
克則さんが決まりましたのでよ
ろしくお願いします。

■ 伊野　勝彦　創立30周年記念事業準備委員会委員長

　本日はお招きいただきまして
誠にありがとうございます。私は
香川県で生まれ育ち、大学は広
島へ行き、仕事で大阪、金沢、
東京、名古屋、東京、郡山をサッ

ポロビール営業一筋に移動して来ております。娘が3人おり
まして趣味は読書、ワインアドバイザー、焼酎アドバイザー、
調理師の資格を持っております。郡山に来て1年ほどです
が寒いけれど人は温かいと感じております。

　日本でビールが飲まれた記録として残っているのは1724
年で、出島のオランダ通商の方が「非常にまずい」と記され
ています。日本初のビール工場は居留地の外人向けに
1869年に横浜にできました。株主にはトーマス・グラバー、岩
崎弥之助、明治屋の磯野計などがいました。その後、岩崎
弥之助によって作られたジャパンブルワリーがキリンビールと
なりました。一方、1868年の北海道開拓使のひとつの事業と
して、小麦ができてホップが自生していたことから、1876年に
開拓使麦酒醸造所ができ、1887年に払い下げになって札
幌麦酒会社となりました。株主は大倉喜八郎、渋沢栄一、
浅野総一郎、鈴木恒吉でした。アサヒビールは1889年に大
阪麦酒が「春駒」の鳥井駒吉と生田秀によってできました。
恵比寿麦酒は1887年に鎌田増蔵が日本麦酒醸造会社を
興し、木原荘平、桂二郎が株主となり、馬越恭平が社長とな
って1899年にでき、1900年のパリ万博で「金牌」を獲得しま
した。現在のガーデンプレイスに恵比寿麦酒の工場があっ
たために地名となりました。恵比寿麦酒は銀座八丁目に初
めて馬越さんが作った和製英語のビアホールを作りました。
ビールに税金が課されるようになったのは日露戦争の戦費
を賄うためでした。工場のサイズにより先払いで支払うとい
うひどい税制により、明治中期に100社あったビール工場が、
売り上げはどんどん伸びていたのに10年で23社にまで減っ
てしまいました。
　北海道の札幌麦酒が1900年に東京に進出したことから
大激戦となりました。日露戦争もあって海外進出をねらった
こともあり、サッポロ、エビス、アサヒの3社が合併して大日本
麦酒が1906年に誕生し、アジア各地に麦酒工場を作りまし
た。当時の大日本麦酒のシェアは約7割でした。ミツカンの丸
三麦酒が日本麦酒、ユニオンビールとなり、九州門司のサク
ラビールも大日本麦酒と合併しました。この頃にアメリカの禁
酒法により使わなくなった古い機械を輸入して1920年に作
ったのがカスケードビールで、サントリーの壽屋が買収して
1930年にオラガビールとして出しました。この頃、大日本麦酒
は海外に44拠点を立ち上げました。戦争の中で、増税、免
許制度、公定価格、配給制度、統一商標、容量統一がされ
ました。戦後に過度経済力集中排除法により大日本麦酒は
サッポロビールの日本麦酒(株)と、アサヒビールの朝日麦酒(
株)の2社に分けられました。日本麦酒の商標がエビスビー

ル、サッポロビール、リボンシトロンで東日本にあった工場を引
き継ぎ、朝日麦酒は西日本の工場を引継ぎました。
　ビール、発泡酒、新ジャンルの税金が来年から三段階で7
年ほどかけて統一される動きがあります。缶ビール1本の税
金は約73円、新ジャンルは約23円で、これが価格に反映し
ていますが、7年後には大きく市場が動く可能性があります。
サッポロとエビスという2つの強いブランドを軸にして、税制
改革を機に大きく伸ばしたいと思っております。現在のシェ
アはアサヒさん38％、キリンさん32％、サントリーさん14％、サッ
ポロは12％ほどですが、ぜひ2位に戻りたいと思っております。
そのためには皆さんに飲んでいただくしかありませんので、
なにとぞ今後ともよろしくお願いいたします。

2014～2015年度
国際ロータリーテーマ



会員数
33名

出席者数
22名

欠席者数
11名

出席率
66.67％

前回修正率
84.85％

前々回修正率
87.88％

■ 出席報告　　高橋　亮　出席・スマイルBOX副委員長

■ 他クラブ出席者
◎2/1(日)後期地区委員会総会
　小野塚昇一さん・高縁　勝一さん

■ ビジター　　  塩崎　純朗 氏(郡山ＲＣ)

  ロータリー財団委員会報告　高橋　亮　ロータリー財団委員長
◎伊野　勝彦さん（ゲスト卓話を楽しみに。）
◎横田　三郎さん（塩崎様の卓話を楽しみに。）
◎増渕　幸三さん（卓話楽しみです。）
◎慶徳　孝一さん（ゲスト卓話を楽しみに！）
　高橋　美希さん・森合　三郎さん・村上　秀元さん
　溝井　宇一さん・挽野　喜孝さん・高橋　　亮さん
　鈴木　　聡さん・川名　修一さん・小野塚昇一さん
　大川原　利信さん

  米山記念奨学会委員会報告　古山　英夫　国際奉仕委員長
◎三瓶　徳道さん（塩崎さんの卓話楽しみです。）
◎高縁　勝一さん（ゲストの方のお話を楽しみにしております。）
◎慶徳　孝一さん（ゲスト卓話を楽しみに！）
　大川原利信さん・横田　三郎さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　高橋　亮　出席・スマイルＢＯＸ副委員長
◎小橋　達夫さん（塩崎さんの卓話を楽しみにしています。）
◎古山　英夫さん（ゲストスピーチを楽しみにしています。）
◎村上　秀元さん（ゲストスピーチ楽しみです。）
　矢吹　智喜さん・伊庭　正寿さん・伊藤　重幸さん
　挽野　喜孝さん　　　　　　　　　　  ー閉会点鐘
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